














　リハビリ室は病院の新築に伴い、

これまで２つに分かれていた部屋が

１つにまとまり、さらに床面積も増

えて、やっと立派な城が構えられま

した。

　せっかくなので新しくなったリハ

ビリ室を紹介したいと思います。中に

入りますと、先ず右手にカウンター

があります。残念ながら美人の受付

嬢はいませんが、爽やかな男子たち

がお迎えいたします。

　そして左手には洗面台と調理用の簡易キッチン

設備（流し・電磁調理器、食器棚）があり、家事の

訓練も出来るようになっています。現在、そこに

あるガラス扉は西側の出入り口として利用されてい

ますが、来年半ば頃には通路としての機能を失い、

非常時の避難経路としてのみの使用となります。

西から出入りしていた方は不便に思うかもしれま

せんが、駐輪場は病院の北側に新設され、通路も

リハビリ室入口の北側にできます。入口から奥に

進みますと、治療台や物療機器が並んでおり、一番

奥に作業療法のスペースがあります。

　作業療法では高知市比島町在住の陶芸家との連携

で患者様に陶芸を通して作業訓練をしてもらったり

しています。土の感触や成形には微妙な感覚を要

するので、目と手の一致や自分の体の認識をする

訓練にはもってこいです。さすがに焼きの部分は

陶芸家の先生にお願いしていますが、土をこねたり

ロクロを回して器の形を作る作業はしています。

また、これまではなかなか歩行スペースが無く、平行棒も取り合いの状態でしたが、平行棒を２台設置し、

有効に活用できています。

　さて、リハビリの仕事ですが、患者治療はもちろん、最近は医療保険改正に伴ってリハビリのカルテ

書き以外にも書類作成の仕事も増え、「リハビリテーション総合実施計画書」「目標設定等支援・管理シート」

などの書類作成もあり、結構大変です。ですが、患者様のために、病院のために必死で取り組んでいます。

　こんな男ばかりのリハビリ室ですが、来年度には新たに３名の女性スタッフを迎えて活気あるリハビリ

室を目指していきます。
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